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(1)

 

米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
に
つ
い
て
―
書
誌
と
表
記
の
特
徴

―

高
田　

智
和a　
　
　

斎
藤　

達
哉b

a

国
立
国
語
研
究
所 

理
論
・
構
造
研
究
系

b

専
修
大
学

要
旨

　

二
〇
〇
八
年
に
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
の
所
蔵
と
な
っ
た『
源
氏
物
語
』写
本（L

C
 C

on
trol N

o. 2008427768

、全
五
十
四
巻
揃
）

は
、
同
館
の
所
蔵
と
な
る
ま
で
学
界
未
紹
介
の
新
出
資
料
で
あ
る
。
議
会
図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
の
書
誌
と
表
記
の
特
徴
は
以
下
の
と
お
り

で
あ
る
。

一
、
古
筆
別
家
第
三
代
了
仲
の
極
書
に
よ
る
と
、
伝
承
書
写
者
は
五
辻
諸
仲
（
一
四
八
七
〜
一
五
四
〇
）
で
あ
る
。

二
、
現
在
の
表
紙
は
後
装
の
も
の
で
あ
り
、
表
紙
付
け
替
え
は
十
七
世
紀
末
ご
ろ
ま
で
に
行
わ
れ
た
と
推
定
さ
れ
る
。

三
、
改
装
時
の
仮
題
僉
が
残
存
し
、
巻
名
に
並
び
の
巻
が
記
さ
れ
て
い
る
。

四
、
一
冊
内
で
の
書
写
行
数
が
一
定
し
な
い
巻
が
十
八
巻
に
及
ぶ
が
、
左
右
見
開
き
一
丁
で
は
、
半
丁
内
で
の
書
写
行
数
は
一
定
し
て
い
る
。

五
、
特
殊
表
記
和
歌
が
六
十
二
首
あ
る
。

六
、
本
文
書
写
の
ハ
の
仮
名
・
シ
の
仮
名
に
、
字
母
レ
ベ
ル
で
使
用
の
傾
向
差
が
認
め
ら
れ
る
。

七
、
書
入
は
疎
ら
で
あ
る
。

キ
ー
ワ
ー
ド
：
源
氏
物
語
、
米
国
議
会
図
書
館
、
写
本
、
書
誌
、
異
体
仮
名

一　

は
じ
め
に

　

米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
（L

ibrary of C
on

gress, Jap
an

ese R
are 

B
ook C

ollection

）
が
所
蔵
す
る
『
源
氏
物
語
』
写
本
（L

C
 C

on
trol N

o. 

2008427768

、
以
下
「
議
会
図
書
館
本
」）
は
、
二
〇
〇
八
年
に
米
国
議
会
図

書
館
の
所
蔵
と
な
る
ま
で
知
ら
れ
て
い
な
か
っ
た
学
界
未
紹
介
の
新
出
資
料
で

あ
る
。
桐
壺
か
ら
夢
浮
橋
ま
で
全
五
十
四
巻
揃
（
五
十
四
冊
）
の
完
本
で
あ
る
。

　

議
会
図
書
館
本
は
、
割
注
の
よ
う
な
二
行
書
を
交
え
た
特
殊
表
記
和
歌
や
、

一
冊
内
で
の
書
写
行
数
が
一
定
し
な
い
な
ど
、
他
の
『
源
氏
物
語
』
写
本
に
は

見
ら
れ
な
い
表
記
上
の
特
徴
を
持
つ
。
残
存
す
る
改
装
時
の
仮
題
僉
に
は
並
び

の
巻
が
記
さ
れ
、『
源
氏
物
語
』
の
巻
名
を
考
察
す
る
材
料
と
な
る
。
ま
た
、

議
会
図
書
館
本
は
、
嫁
入
本
や
高
度
学
習
本
で
は
な
く
、『
源
氏
物
語
』
享
受

の
違
う
側
面
を
考
え
る
上
で
、
興
味
深
い
資
料
と
も
な
り
得
る
も
の
で
あ
る
。

　

ま
た
、
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
は
、
所
蔵
資
料
の
公
開
に
積
極
的
で

あ
る
。
二
〇
一
二
年
に
は
、
議
会
図
書
館
本
の
う
ち
桐
壺
、
須
磨
、
柏
木
の
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三
巻
の
画
像
が
、
早
く
も
米
国
議
会
図
書
館
サ
イ
ト
（h

ttp
://lcw

eb4.loc.gov/

service/asian
/asian

0
0

0
1

/2
0

1
2

/2
0

1
2

h
tm

l/2
0

1
2

2
0

0
8

4
2

7
7

6
8

0
0

0
toc.h

tm
l

）

か
ら
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
公
開
さ
れ
、
閲
覧
・
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
が
可
能
と
な
っ
て

い
る
。

　

本
稿
は
、
筆
者
ら
が
こ
れ
ま
で
に
行
っ
た
四
回
の
原
本
調
査
（
一
回
目
：

二
〇
一
〇
年
一
月
二
五
日
〜
二
七
日
、
二
回
目
：
二
〇
一
一
年
一
月
二
四
日
〜

二
五
日
、
三
回
目
：
二
〇
一
二
年
二
月
一
日
〜
三
日
、
四
回
目
：
二
〇
一
二
年

八
月
二
七
日
〜
二
九
日
）
に
基
づ
い
て
、
主
と
し
て
米
国
議
会
図
書
館
本
の
書

誌
と
表
記
の
特
徴
を
述
べ
る
も
の
で
あ
る
。

二　

折
紙
と
伝
承
書
写
者

　

議
会
図
書
館
本
に
は
、古
筆
別
家
第
三
代
の
了
仲（
一
六
五
六
〜
一
七
三
六
）

に
よ
る
正
徳
元
年
（
一
七
一
一
年
）
の
折
紙
が
添
え
ら
れ
て
い
る
（
図
１
）。

極
書
の
全
文
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

源
氏
物
語
四
半
本　

全

五
辻
殿
諸
仲
卿
真
筆

外
題
三
条
西
殿
実
隆
公

御
一
筆
無
疑
者
也

正
徳
元
年
五
月
下
旬　

古
筆
了
仲　
「
釣
玄
斉
」
印
（
陽
刻
）

　

こ
れ
に
よ
る
と
、
議
会
図
書
館
本
の
書
写
者
は
五
辻
諸
仲
（
一
四
八
七
〜

一
五
四
〇
）、
外
題
は
三
条
西
実
隆
（
一
四
五
五
〜
一
五
三
七
）
の
手
に
な
る

も
の
と
さ
れ
る
。
米
国
議
会
図
書
館
の
蔵
書
目
録
で
は
、
書
写
年
代
を
三
条
西

実
隆
没
年
の
一
五
三
七
年
以
前
と
比
定
し
て
い
る
。

　
『
尊
卑
分
脈
』
な
ど
に
よ
れ
ば
、
五
辻
諸
仲
は
、
宇
多
源
氏
の
流
れ
を
く
む

五
辻
家
に
生
ま
れ
、
晩
年
の
天
文
七
年
（
一
五
三
八
年
）
に
従
三
位
に
叙
せ
ら

れ
、
五
辻
家
を
堂
上
家
に
加
え
た
人
物
で
あ
る
。
神
田
久
義
（
二
〇
一
一
）
で

は
、『
実
隆
公
記
』
の
記
述
か
ら
、
五
辻
諸
仲
と
三
条
西
実
隆
と
の
交
流
を
明

ら
か
に
し
、
五
辻
諸
仲
と
三
条
西
実
隆
の
組
合
せ
が
不
自
然
で
は
な
い
と
す
る

も
の
の
、
伝
五
辻
諸
仲
筆
短
冊
と
議
会
図
書
館
本
と
で
は
、
筆
跡
の
趣
が
異
な

る
と
述
べ
る
。

　

さ
て
、
三
代
了
仲
の
折
紙
は
い
く
つ
か
が
知
ら
れ
て
い
る
。
専
修
大
学
図
書

館
所
蔵
の
『
和
漢
朗
詠
集
』
写
本
（
蜂
須
賀
家
旧
蔵
本
、
鎌
倉
時
代
書
写
）
も

そ
の
一
つ
で
、
議
会
図
書
館
本
と
同
じ
く
、
三
代
了
仲
に
よ
る
正
徳
元
年
の
極

め
を
持
つ
。
筆
跡
は
議
会
図
書
館
本
の
折
紙
の
も
の
と
同
じ
で
、
議
会
図
書
館

本
の
折
紙
は
三
代
了
仲
の
極
め
と
断
定
し
得
る
。
し
か
し
、
議
会
図
書
館
本
の

書
写
文
字
の
状
態
や
料
紙
を
考
慮
す
る
と
、
書
写
年
代
は
一
五
三
七
年
よ
り
も

下
り
、
十
六
世
紀
か
ら
十
七
世
紀
に
か
け
て
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
と
考
え

ら
れ
、
三
代
了
仲
の
極
め
が
示
す
年
代
と
ず
れ
る
の
で
あ
る
。
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ま
た
、議
会
図
書
館
本
は
塗
箱
に
納
め
ら
れ
伝
来
し
た
（
議
会
図
書
館
で
は
、

現
在
、
塗
箱
か
ら
本
を
出
し
て
別
々
に
保
存
し
て
い
る
）。
塗
箱
の
写
真
を
図

２
、
寸
法
を
図
３
に
示
す
（
単
位
は
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
）。

　

塗
箱
の
は
め
込
み
式
の
前
蓋
に
は
、
折
紙
と
ほ
ぼ
同
じ
内
容
が
記
さ
れ
て
い

る
。

　
　
　

源
氏　

全
部
五
十
五
冊

　
　
　
　

五
辻
殿
諸
仲
御
筆

　
　
　
　

外
題
三
条
西
殿
実
隆
御
筆

　

前
蓋
が
五
十
五
冊
と
す
る
の
に
対
し
て
、
議
会
図
書
館
本
は
五
十
四
冊
で
あ

る
か
ら
、
冊
数
に
相
違
が
あ
る
。
ま
た
、
本
の
分
量
に
比
し
て
、
塗
箱
の
容
量

は
窮
屈
で
あ
る
か
ら
、
こ
の
塗
箱
は
議
会
図
書
館
本
を
収
め
る
た
め
に
誂
え
た

も
の
で
は
な
く
、
他
の
本
に
使
わ
れ
て
い
た
も
の
の
転
用
で
あ
ろ
う
。

　

こ
の
よ
う
に
見
て
く
る
と
、
議
会
図
書
館
本
、
折
紙
、
塗
箱
の
三
者
に
は
相

互
に
ず
れ
が
あ
る
よ
う
で
あ
る
。
三
者
を
ひ
と
ま
と
ま
り
と
し
て
見
る
の
で
は

な
く
、
互
い
に
別
々
の
も
の
が
、
過
去
に
一
つ
に
集
ま
っ
て
現
在
に
至
っ
た
可

能
性
を
考
慮
し
て
、
そ
の
上
で
書
写
年
代
を
考
え
る
べ
き
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

な
お
、
議
会
図
書
館
本
に
は
、
蔵
書
印
や
識
語
な
ど
、
旧
蔵
者
や
伝
来
を
示

す
手
掛
か
り
は
残
さ
れ
て
い
な
い
。

図１　折紙
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図２　塗箱

図３　塗箱の寸法（単位はミリメートル）
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三　

装
丁
と
改
装

　

装
丁
は
列
帖
装
で
あ
る
。
無
地
の
濃
青
色
表
紙
の
中
央
に
柿
渋
色
の
題
僉
を

付
す
。
料
紙
は
鳥
の
子
で
あ
る
。
寸
法
は
各
巻
に
よ
っ
て
違
い
が
あ
る
が
、
縦

二
五
〇
〜
二
五
二
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
、
横
一
六
八
〜
一
七
〇
ミ
リ
メ
ー
ト
ル
で
あ

る
。

　

表
紙
見
返
の
右
端
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
、
糊
の
跡
と
剥
が
さ
れ
た
和
紙

の
一
部
が
残
っ
て
い
て
、
表
紙
の
付
け
替
え
が
過
去
に
行
わ
れ
た
こ
と
が
わ
か

る
。
ま
た
、
表
紙
左
端
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て
押
八
双
（
左
端
か
ら
四
ミ
リ

メ
ー
ト
ル
付
近
に
縦
に
上
か
ら
下
ま
で
引
か
れ
た
直
線
の
へ
こ
み
）
が
あ
る
。

和
本
の
押
八
双
は
十
七
世
紀
末
に
は
見
ら
れ
な
く
な
っ
て
い
く
と
さ
れ
る
か
ら

（
橋
口
侯
之
介
（
二
〇
〇
五
）、
堀
川
貴
司
（
二
〇
一
〇
）
な
ど
）、
現
在
の
表

紙
は
十
七
世
紀
末
ま
で
の
も
の
と
な
る
し
、
さ
ら
に
、
表
紙
付
け
替
え
の
改
装

時
期
も
十
七
世
紀
末
ま
で
と
す
る
の
が
妥
当
で
あ
る
。

　

見
返
紙
の
裏
上
端
中
央
（
表
紙
と
見
返
紙
の
間
）
に
は
、
全
巻
に
わ
た
っ
て

付
箋
が
貼
ら
れ
、
巻
名
が
記
さ
れ
て
い
る
。
表
紙
付
け
替
え
時
の
仮
題
僉
で
あ

る
と
考
え
ら
れ
る
。
図
４
は
夢
浮
橋
の
付
箋
で
あ
る
。「
ゆ
め
の
う
き
は
し
」

の
「
ゆ
」
の
字
画
が
一
部
欠
け
て
お
り
、こ
れ
は
化
粧
裁
に
よ
る
も
の
で
あ
る
。

天
地
裁
断
が
表
紙
付
け
替
え
と
同
時
で
あ
れ
ば
議
会
図
書
館
本
の
改
装
は
過
去

に
一
度
、
同
時
で
な
け
れ
ば
二
度
の
改
装
を
経
て
い
る
こ
と
に
な
る
。
後
述
す

る
よ
う
に
、
貼
紙
を
除
い
た
跡
も
確
認
で
き
る
こ
と
か
ら
、
複
数
回
の
改
装
を

想
定
し
て
も
矛
盾
は
な
い
よ
う
に
思
わ
れ
る
。

　

内
題
、
尾
題
は
な
く
、
巻
名
を
記
す
の
は
外
題
と
仮
題
僉
の
み
で
あ
る
。
巻

名
に
つ
い
て
は
後
述
す
る
。

図４　夢浮橋の仮題僉
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四　

書
写
行
数

　

表
１
に
、
各
巻
の
寸
法
（
縦
×
横
・
セ
ン
チ
メ
ー
ト
ル
）、
墨
付
丁
数
、
遊

紙
の
丁
数
、括
（
折
）
の
数
、括
内
の
丁
数
（
見
返
、裏
見
返
も
一
丁
と
し
た
）、

半
丁
の
行
数
、
本
文
の
総
行
数
、
特
殊
表
記
和
歌
（
後
述
）
の
数
を
ま
と
め
て

示
す
。

　

議
会
図
書
館
本
は
、
半
丁
あ
た
り
の
書
写
行
数
が
一
定
し
て
い
な
い
と
い
う

特
徴
が
あ
る
（
墨
付
最
終
丁
を
除
く
）。
九
行
乃
至
十
行
が
基
本
の
よ
う
で
あ

る
が
、
表
１
に
示
す
よ
う
に
、
行
数
が
一
定
し
て
い
な
い
巻
は
、
桐
壺
、
帚
木
、

玉
鬘
、
蛍
、
常
夏
、
篝
火
、
若
菜
下
、
柏
木
、
横
笛
、
鈴
虫
、
御
法
、
幻
、
竹

河
、
早
蕨
、
東
屋
、
蜻
蛉
、
手
習
、
夢
浮
橋
の
十
八
巻
と
、
全
体
の
三
分
の
一

に
及
ぶ
。
特
に
後
半
の
巻
に
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。

　

書
写
行
数
が
一
定
し
な
い
と
言
っ
て
も
、
ラ
ン
ダ
ム
に
行
数
が
変
わ
る
わ
け

で
は
な
く
、
行
数
の
変
わ
り
方
は
大
き
く
二
種
類
に
分
け
ら
れ
る
。

（
一
）
例
外
的
に
書
写
行
数
が
異
な
る
半
丁
が
あ
る
巻

帚
木 

一
丁
裏
の
み
十
行
、
十
六
丁
裏
の
み
八
行
、
ほ
か
は
九
行

玉
蔓 

二
十
四
丁
裏
の
み
十
一
行
、
ほ
か
は
十
行

常
夏 

十
三
丁
裏
の
み
十
一
行
、
ほ
か
は
十
行

若
菜
下 

一
丁
裏
の
み
八
行
、
ほ
か
は
九
行

幻 

十
五
丁
裏
の
み
八
行
、
ほ
か
は
十
行

　

帚
木
、
玉
鬘
、
常
夏
、
若
菜
下
、
幻
の
五
巻
で
は
、
書
写
行
数
が
異
な
る
半

丁
は
一
箇
所
乃
至
二
箇
所
で
あ
る
か
ら
、基
本
の
書
写
行
数
は
決
ま
っ
て
い
て
、

例
外
的
に
基
本
の
書
写
行
数
か
ら
外
れ
る
半
丁
が
あ
る
と
み
て
良
い
だ
ろ
う
。

（
二
）
途
中
か
ら
書
写
行
数
が
変
わ
る
巻

桐
壺 

四
丁
表
ま
で
八
行
、
四
丁
裏
か
ら
九
行

蛍 

十
一
丁
裏
ま
で
十
行
、十
二
丁
表
か
ら
十
三
丁
表
ま
で
十
一
行
、

十
三
丁
裏
か
ら
十
行

篝
火 

四
丁
表
ま
で
九
行
、
四
丁
裏
か
ら
八
行

柏
木 

十
二
丁
裏
ま
で
十
行
、十
三
丁
表
か
ら
十
六
丁
表
ま
で
十
一
行
、

十
六
丁
裏
か
ら
十
行

横
笛 

十
丁
裏
ま
で
十
行
、
十
一
丁
表
か
ら
十
一
丁
裏
ま
で
十
二
行
、

十
二
丁
表
の
み
十
一
行
、
十
二
丁
裏
か
ら
十
行

鈴
虫 

九
丁
表
ま
で
十
行
、
九
丁
裏
か
ら
九
行

御
法 

十
二
丁
表
ま
で
十
行
、
十
二
丁
裏
か
ら
九
行

竹
河 

二
十
八
丁
表
ま
で
十
行
、
二
十
八
丁
裏
か
ら
九
行

早
蕨 

十
一
丁
表
ま
で
十
行
、
十
一
丁
裏
か
ら
九
行

東
屋 

六
丁
表
ま
で
十
行
、
六
丁
裏
か
ら
七
丁
表
ま
で
十
一
行
、
七
丁

裏
か
ら
三
十
九
丁
表
ま
で
十
行
、
三
十
九
丁
裏
か
ら
九
行

蜻
蛉 

九
丁
表
ま
で
十
行
、
九
丁
裏
か
ら
十
一
丁
表
ま
で
十
一
行
、

十
一
丁
裏
か
ら
十
八
丁
表
ま
で
十
行
、
十
八
丁
裏
か
ら
十
九

丁
表
ま
で
十
一
行
、
十
九
丁
裏
か
ら
二
十
丁
表
ま
で
十
行
、

二
十
丁
裏
か
ら
二
十
一
丁
表
ま
で
十
一
行
、
二
十
一
丁
裏
か
ら

二
十
二
丁
表
ま
で
十
行
、
二
十
二
丁
裏
か
ら
二
十
三
丁
表
ま
で

十
一
行
、
二
十
三
丁
裏
か
ら
二
十
四
丁
表
ま
で
十
行
、
二
十
四

丁
裏
か
ら
二
十
六
丁
表
ま
で
十
一
行
、
二
十
六
丁
裏
か
ら
十
行

手
習 
八
丁
裏
ま
で
九
行
、
九
丁
表
か
ら
二
十
四
丁
表
ま
で
十
行
、
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表１　議会図書館本の書誌概要
巻名 寸法（cm） 墨付丁数 遊紙丁数 括数 括内丁数 半丁行数 総行数 特殊表記和歌数

1桐壺 25.0×17.0 25 前 1 3 8,12,8 8,9 429
2帚木 25.2×17.0 41 前 1 4 12,12,10,10 8,9,10 725
3空蝉 25.2×16.8 9 前 1 2 6,6 9 147
4夕顔 25.2×16.8 37 前 1 3 14,12,14 9 673
5若紫 25.2×16.8 29 後 1 4 8,8,8,8 10 573
6末摘花 25.2×16.8 25 後 1 3 12,8,8 9 441
7紅葉賀 25.2×17.0 19 後 1 2 10,12 10 379
8花宴 25.2×17.0 8 2 6,4 10 152
9葵 25.2×17.0 32 3 12,10,12 10 635
10賢木 25.2×17.0 36 3 12,12,14 10 701
11花散里 25.2×16.9 4 前 1, 後 1 2 4,4 10 66
12須磨 25.2×17.0 30 3 12,10,10 10 593 8
13明石 25.2×16.9 28 3 10,10,10 10 558 8
14澪標 25.2×17.0 24 3 8,10,8 10 472 8
15蓬生 25.2×17.0 16 2 10,8 10 317
16関屋 25.2×16.9 6 2 4,4 9 99
17絵合 25.2×16.9 14 2 8,8 10 269
18松風 25.2×16.9 16 2 8,10 10 312
19薄雲 25.2×16.8 22 3 8,8,8 10 434
20朝顔 25.2×17.0 14 2 8,8 10 278 3
21少女 25.2×16.9 38 4 10,10,10,10 10 748
22玉鬘 25.2×16.9 30 3 10,12,10 10,11 596 3
23初音 25.2×17.0 10 2 6,6 10 196
24胡蝶 25.2×17.0 16 2 8,10 10 307 3
25蛍 25.2×16.9 14 2 8,8 10,11 281 5
26常夏 25.2×16.8 16 2 10,8 10,11 308
27篝火 25.1×16.9 5 後 1 2 4,4 8,9 83
28野分 25.1×16.9 14 2 8,8 10 269 3
29行幸 25.1×16.9 20 3 8,6,8 10 392 1
30藤袴 25.1×16.9 12 2 6,8 10 236
31真木柱 25.1×16.9 28 3 10,10,10 10 559
32梅枝 25.1×16.9 14 2 8,8 10 271
33藤裏葉 25.2×16.9 20 2 10,12 10 386
34若菜上 25.2×16.9 77 後 1 4 20,20,20,20 9 1376
35若菜下 25.2×16.9 72 4 20,16,18,20 8,9 1282
36柏木 25.2×16.9 30 3 10,12,10 10,11 603
37横笛 25.1×16.9 12 2 6,8 10,11,12 244
38鈴虫 25.1×16.9 14 2 8,8 9,10 254
39夕霧 25.1×16.9 46 3 16,12,20 10 903
40御法 25.1×16.9 14 2 8,8 9,10 275
41幻 25.2×17.0 16 2 10,8 8,10 302
42匂宮 25.1×16.9 10 2 6,6 10 196
43紅梅 25.1×16.9 10 2 6,6 10 189
44竹河 25.2×16.9 32 4 8,10,8,8 9,10 623 6
45橋姫 25.2×16.9 28 3 10,10,10 10 555
46椎本 25.2×16.9 28 4 10,6,6,8 10 553 4
47総角 25.2×16.9 63 後 1 3 18,24,24 9 1129
48早蕨 25.2×16.9 14 2 8,8 9,10 272
49宿木 25.2×16.8 60 4 16,16,16,14 9 1064
50東屋 25.2×16.8 42 4 10,12,12,10 9,10,11 833
51浮舟 25.2×16.8 44 4 10,12,12,12 10 874 8
52蜻蛉 25.1×16.9 36 3 12,12,14 10,11 727 2
53手習 25.2×16.9 42 4 14,10,10,10 9,10,11 814
54夢浮橋 25.2×16.9 12 2 8,6 9,10 229
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二
十
四
丁
裏
の
み
十
一
行
、
二
十
五
丁
表
か
ら
十
行

夢
浮
橋 

一
丁
表
の
み
九
行
、
一
丁
裏
か
ら
十
一
丁
表
ま
で
十
行
、
十
一

丁
裏
か
ら
十
二
丁
表
ま
で
九
行
、
十
二
丁
裏
か
ら
十
行

　

書
写
行
数
の
変
え
方
に
も
、
桐
壺
の
よ
う
に
巻
の
途
中
で
一
回
だ
け
変
わ
る

場
合
と
、
蛍
の
よ
う
に
複
数
回
変
わ
る
場
合
と
二
通
り
あ
る
。
行
数
変
更
が
一

回
だ
け
の
巻
は
、
桐
壺
、
篝
火
、
鈴
虫
、
御
法
、
竹
河
、
早
蕨
の
六
巻
で
、
基

本
の
書
写
行
数
を
途
中
で
変
え
た
も
の
と
考
え
て
差
支
え
な
か
ろ
う
。
行
数
変

更
が
複
数
回
あ
る
蛍
、
柏
木
、
横
笛
、
東
屋
、
蜻
蛉
、
手
習
、
夢
浮
橋
の
七
巻

も
、
基
本
の
書
写
行
数
を
複
数
回
変
え
て
い
る
と
言
っ
て
も
良
い
か
も
し
れ
な

い
が
、
蜻
蛉
な
ど
は
巻
の
途
中
で
十
回
も
変
わ
る
の
で
あ
る
か
ら
、
基
本
の
行

数
を
定
め
て
書
写
を
し
て
い
る
と
は
考
え
に
く
い
。

　

書
写
行
数
を
変
え
る
の
は
、
残
り
の
書
写
量
を
勘
案
し
な
が
ら
、
行
数
調
整

を
行
っ
た
た
め
と
考
え
ら
れ
る
。
そ
の
巻
の
書
写
の
た
め
に
用
意
し
た
紙
数

（
括
）
に
収
ま
る
よ
う
に
、
あ
る
い
は
、
白
丁
を
作
ら
な
い
よ
う
に
書
写
を
し

た
結
果
、
巻
内
の
半
丁
ご
と
の
行
数
に
変
動
が
生
じ
た
の
で
あ
ろ
う
。
こ
の
よ

う
な
調
整
が
で
き
る
の
は
列
帖
装
だ
か
ら
で
あ
る
。
列
帖
装
は
括
を
作
り
、
そ

れ
か
ら
書
写
を
す
る
と
さ
れ
て
い
る（
橋
口
侯
之
介（
二
〇
一
一
））。
し
た
が
っ

て
、
書
写
量
を
計
算
し
て
、
括
に
加
え
る
紙
数
に
よ
っ
て
第
一
段
階
の
調
整
を

し
、
書
写
時
に
行
数
を
変
え
る
こ
と
で
第
二
段
階
の
調
整
を
す
る
も
の
と
考
え

ら
れ
る
。
こ
の
第
二
段
階
の
調
整
が
顕
著
に
表
れ
て
い
る
の
が
、
蛍
、
柏
木
、

横
笛
、
東
屋
、
蜻
蛉
、
手
習
、
夢
浮
橋
の
七
巻
で
あ
ろ
う
。

　

議
会
図
書
館
本
の
行
数
調
整
を
詳
し
く
調
べ
て
み
る
と
、
半
丁
単
位
で
は
な

く
、
右
枚
・
左
枚
の
見
開
き
一
丁
単
位
で
行
数
調
整
を
行
っ
て
い
る
こ
と
に
気

付
く
。
同
一
巻
内
で
半
丁
あ
た
り
の
行
数
を
十
回
変
更
す
る
蜻
蛉
で
あ
っ
て

も
、
見
開
き
で
は
右
枚
と
左
枚
の
行
数
は
揃
う
の
で
あ
る
。

　
　
　
　
　
　
　
　
　

一
丁
表　

十
行

一
丁
裏　

十
行　

：　

二
丁
表　

十
行

二
丁
裏　

十
行　

：　

三
丁
表　

十
行

三
丁
裏　

十
行　

：　

四
丁
表　

十
行

四
丁
裏　

十
行　

：　

五
丁
表　

十
行

五
丁
裏　

十
行　

：　

六
丁
表　

十
行

六
丁
裏　

十
行　

：　

七
丁
表　

十
行

七
丁
裏　

十
行　

：　

八
丁
表　

十
行

八
丁
裏　

十
行　

：　

九
丁
表　

十
行

九
丁
裏　

十
一
行　

：　

十
丁
表　

十
一
行

十
丁
裏　

十
一
行　

：　

十
一
丁
表　

十
一
行

十
一
丁
裏　

十
行　

：　

十
二
丁
表　

十
行

十
二
丁
裏　

十
行　

：　

十
三
丁
表　

十
行

十
三
丁
裏　

十
行　

：　

十
四
丁
表　

十
行

十
四
丁
裏　

十
行　

：　

十
五
丁
表　

十
行

十
五
丁
裏　

十
行　

：　

十
六
丁
表　

十
行

十
六
丁
裏　

十
行　

：　

十
七
丁
表　

十
行

十
七
丁
裏　

十
行　

：　

十
八
丁
表　

十
行

十
八
丁
裏　

十
一
行　

：　

十
九
丁
表　

十
一
行

十
九
丁
裏　

十
行　

：　

二
十
丁
表　

十
行

二
十
丁
裏　

十
一
行　

：　

二
十
一
丁
表　

十
一
行

287



 高田　智和・斎藤　達哉／国立国語研究所論集 6: 294(1)–272(23) (2013)

(9)

二
十
一
丁
裏　

十
行　

：　

二
十
二
丁
表　

十
行

二
十
二
丁
裏　

十
一
行　

：　

二
十
三
丁
表　

十
一
行

二
十
三
丁
裏　

十
行　

：　

二
十
四
丁
表　

十
行

二
十
四
丁
裏　

十
一
行　

：　

二
十
五
丁
表　

十
一
行

二
十
五
丁
裏　

十
一
行　

：　

二
十
六
丁
表　

十
一
行

二
十
六
丁
裏　

十
行　

：　

二
十
七
丁
表　

十
行

二
十
七
丁
裏　

十
行　

：　

二
十
八
丁
表　

十
行

二
十
八
丁
裏　

十
行　

：　

二
十
九
丁
表　

十
行

二
十
九
丁
裏　

十
行　

：　

三
十
丁
表　

十
行

三
十
丁
裏　

十
行　

：　

三
十
一
丁
表　

十
行

三
十
一
丁
裏　

十
行　

：　

三
十
二
丁
表　

十
行

三
十
二
丁
裏　

十
行　

：　

三
十
三
丁
表　

十
行

三
十
三
丁
裏　

十
行　

：　

三
十
四
丁
表　

十
行

三
十
四
丁
裏　

十
行　

：　

三
十
五
丁
表　

十
行

三
十
五
丁
裏　

十
行　

：　

三
十
六
丁
表　

十
行

三
十
六
丁
裏　

三
行

　

議
会
図
書
館
本
全
体
を
、
見
開
き
単
位
で
行
数
を
検
し
て
み
る
と
、
右
枚
と

左
枚
と
で
行
数
が
異
な
る
箇
所
は
、
次
の
十
一
例
の
み
で
あ
る
。

帚
木 

一
丁
裏
（
十
行
）
〜
二
丁
表
（
九
行
）

帚
木 

十
六
丁
裏
（
八
行
）
〜
十
七
丁
表
（
九
行
）

玉
蔓 

二
十
四
丁
裏
（
十
一
行
）
〜
二
十
五
丁
表
（
十
行
）

蛍 

十
一
丁
裏
（
十
行
）
〜
十
二
丁
表
（
十
一
行
）

常
夏 

十
三
丁
裏
（
十
一
行
）
〜
十
四
丁
表
（
十
行
）

若
菜
下 

一
丁
裏
（
八
行
）
〜
二
丁
表
（
九
行
）

柏
木 

十
二
丁
裏
（
十
行
）
〜
十
三
丁
表
（
十
一
行
）

横
笛 

十
丁
裏
（
十
行
）
〜
十
一
丁
表
（
十
二
行
）

横
笛 

十
一
丁
裏
（
十
二
行
）
〜
十
二
丁
表
（
十
一
行
）

手
習 

八
丁
裏
（
九
行
）
〜
九
丁
表
（
十
行
）

手
習 

二
十
四
丁
裏
（
十
一
行
）
〜
二
十
五
丁
表
（
十
行
）

　

議
会
図
書
館
本
全
体
か
ら
見
れ
ば
こ
れ
ら
は
例
外
で
あ
る
。
議
会
図
書
館
本

の
書
写
に
お
い
て
は
、
見
開
き
を
一
つ
の
単
位
と
し
て
、
行
数
変
更
に
よ
る
書

写
調
整
を
行
っ
て
い
る
の
で
あ
る
。

五　

特
殊
表
記
和
歌

　

議
会
図
書
館
本
の
表
記
の
特
徴
と
し
て
、
特
殊
表
記
和
歌
が
挙
げ
ら
れ
る
。

一
行
で
続
け
て
書
か
ず
に
、
割
注
の
よ
う
な
二
行
書
を
交
え
た
表
記
方
法
を
用

い
て
い
る
。
こ
こ
で
は
便
宜
的
に
特
殊
表
記
和
歌
と
呼
称
す
る
。

　
　

蜻
蛉　

十
一
丁
裏

　
　
　

し
の
ひ
ね
や 

き
み
も　
　
　

　
　

な
く
ら
ん 

か
ひ
も
な
き 

し
て
の　
　
　

こ
ゝ
ろ　
　
　
　

　
　

た
を
さ
に　
　
　

か
よ
は
ゝ

　

表
１
か
ら
、
特
殊
表
記
和
歌
が
見
ら
れ
る
巻
は
、
須
磨
、
明
石
、
澪
標
、
朝

顔
、
玉
鬘
、
胡
蝶
、
蛍
、
野
分
、
行
幸
、
竹
河
、
椎
本
、
浮
舟
、
蜻
蛉
の
十
三

巻
で
、
和
歌
の
総
数
は
六
十
二
首
で
あ
る
。
特
殊
表
記
和
歌
の
全
用
例
の
写
真
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と
翻
字
は
、
神
田
久
義
・
豊
島
秀
範
（
二
〇
一
二
）
に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

ま
た
、
特
殊
表
記
和
歌
に
関
す
る
考
察
に
は
、
豊
島
秀
範
（
二
〇
一
〇
ａ
）、

神
田
久
義
（
二
〇
一
一
）
が
あ
る
。
豊
島
秀
範
（
二
〇
一
〇
ａ
）
で
は
、
特
殊

表
記
和
歌
は
「
巻
の
内
容
に
応
じ
て
、
詠
者
や
、
歌
の
数
な
ど
を
、
全
体
の
バ

ラ
ン
ス
を
配
慮
し
て
採
用
し
て
い
る
」
と
述
べ
、
書
写
者
が
意
図
を
持
っ
て
特

殊
表
記
を
用
い
て
い
る
と
推
測
す
る
。
一
方
、神
田
久
義
（
二
〇
一
一
）
で
は
、

改
頁
す
る
直
前
の
和
歌
を
議
会
図
書
館
本
の
よ
う
な
特
殊
表
記
に
す
る
事
例
が

冷
泉
家
時
雨
亭
文
庫
蔵
『
秋
風
和
歌
集
』
に
あ
る
こ
と
を
指
摘
し
、
頁
の
最
終

行
に
特
殊
表
記
で
和
歌
を
記
載
し
た
祖
本
か
ら
書
承
を
重
ね
る
過
程
で
行
数
が

変
わ
り
、
特
殊
表
記
の
本
来
の
意
味
が
失
わ
れ
た
段
階
の
議
会
図
書
館
本
に

至
っ
た
と
推
定
し
て
い
る
。こ
こ
で
は
両
論
の
概
要
を
紹
介
す
る
に
と
ど
め
る
。

六　

仮
名
表
記

　

議
会
図
書
館
本
は
、
他
の
『
源
氏
物
語
』
写
本
と
同
様
に
、
仮
名
と
漢
字
に

よ
っ
て
書
か
れ
て
い
る
。
以
下
で
は
、
ハ
の
仮
名
、
シ
の
仮
名
、
行
頭
の
同
音

仮
名
の
変
字
に
つ
い
て
、
こ
れ
ま
で
の
調
査
結
果
を
述
べ
る
。

六
―

一　

ハ
の
仮
名

　

ハ
の
仮
名
の
異
体
仮
名
と
し
て
は
、〈
者
〉〈
八
〉〈
盤
〉〈
は
〉
の
四
種
が
使

用
さ
れ
る
。

• 

漢
字
「
者
」
を
字
母
と
す
る
〈
者
〉　

• 

漢
字
「
八
」
を
字
母
と
す
る
〈
八
〉　

• 

漢
字
「
盤
」
を
字
母
と
す
る
〈
盤
〉　

• 

漢
字
「
波
」
を
字
母
と
す
る
〈
は
〉　

　
〈
者
〉
と
〈
八
〉〈
盤
〉〈
は
〉
の
間
に
は
使
用
状
況
の
違
い
が
見
ら
れ
る
。

斎
藤
達
哉
（
二
〇
一
二
ａ
）
で
は
、
若
紫
、
花
散
里
、
関
屋
、
初
音
、
篝
火
、

行
幸
、
藤
袴
を
調
査
し
た
（
図
５
）。〈
者
〉
と
〈
八
〉〈
盤
〉〈
は
〉
の
使
用
状

況
の
傾
向
は
、
次
の
よ
う
に
ま
と
め
ら
れ
る
。

○
仮
名
〈
者
〉

（
一
） 

/ɸa/
、

/wa/
、

/ba/
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
。

（
二
） 

/ɸa/
は
自
立
語
語
頭
に
し
か
用
い
ら
れ
な
い
の
で
、
自
立
語
語
頭
は

ほ
と
ん
ど
〈
者
〉
で
表
記
さ
れ
る
。

（
三
） 

連
濁
に
よ
る

/ba/
に
は
、
専
ら
〈
者
〉
が
用
い
ら
れ
て
い
る
。

○
仮
名
〈
八
〉〈
盤
〉〈
は
〉

（
一
） 

 〈
八
〉〈
盤
〉〈
は
〉
は
、

/wa/
、

/ba/
の
表
記
に
用
い
ら
れ
る
が
、

/ɸa/
の

表
記
に
は
用
い
ら
れ
る
こ
と
は
稀
で
あ
る
。

（
二
） 

〈
八
〉〈
盤
〉〈
は
〉
は
、自
立
語
語
頭
で
は
ほ
と
ん
ど
用
い
ら
れ
な
い
。

（
三
） 

 

助
詞
中
の

/ba/
（
接
続
助
詞
バ
、
終
助
詞
バ
ヤ
）
は
、〈
盤
〉〈
は
〉
に

よ
っ
て
表
記
さ
れ
る
。

　

議
会
図
書
館
本
で
は
、/ɸa/
の
表
記
に
〈
者
〉
が
固
定
す
る
傾
向
が
見
ら
れ
る
。
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た
だ
し
、〈
者
〉
と
〈
八
〉〈
盤
〉〈
は
〉
と
の
間
に
排
他
的
な
関
係
は
な
く
、

音
韻
に
よ
る
完
全
な
書
き
分
け
（
異
体
仮
名
の
使
い
分
け
）
が
存
在
す
る
と
は

言
え
な
い
。

/ɸa/
に
は〈
者
〉し
か
用
い
ら
れ
な
い
が
、/wa/
、/ba/
に
は〈
者
〉も〈
八
〉

〈
盤
〉〈
は
〉
も
共
通
し
て
用
い
ら
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

六
―

二　

シ
の
仮
名

　

議
会
図
書
館
本
で
は
、
シ
の
仮
名
と
し
て
、〈
し
〉
と
〈
志
〉
と
が
用
い
ら

れ
る（
実
際
の
字
形
は
表
４
を
参
照
の
こ
と
）。
例
え
ば
、花
散
里
の
場
合
、〈
し
〉

は
八
二
・
二
％
、〈
志
〉
が
一
七
・
八
％
で
あ
る
。
六
十
八
種
の
写
本
・
古
活
字
本
・

板
本
を
調
査
し
た
範
囲
で
は
、〈
志
〉
の
割
合
が
最
も
少
な
い
の
は
、
蓬
左
文

庫
蔵
河
内
本
（
尾
州
家
本
）
の
二
・
一
％
、
最
も
多
い
の
は
、
鶴
舞
図
書
館
本

〔89-244-1

〕
の
二
四
・
二
％
で
あ
っ
て
、
議
会
図
書
館
本
は
、
多
い
方
か
ら
数

え
て
八
番
目
で
あ
る
。

　

さ
て
、〈
志
〉
は
、
中
世
以
降
に
語
頭
で
用
い
ら
れ
る
と
さ
れ
て
お
り
、
議

会
図
書
館
本
の
〈
志
〉
も
例
外
で
は
な
い
。
花
散
里
を
調
査
す
る
と
、
意
味
単

位
の
先
頭
で
は
〈
志
〉
を
用
い
、
非
先
頭
で
は
〈
し
〉
を
用
い
る
と
い
う
お
お

よ
そ
の
傾
向
が
見
ら
れ
る
。

　

表
２
で
は
、
語
の
単
位
を
極
力
短
く
と
り
、
複
合
語
は
認
め
ず
、
語
幹
と
活

用
語
尾
も
分
け
、
字
音
語
は
漢
字
一
字
を
一
単
位
と
し
た
上
で
、〈
志
〉〈
し
〉

が
そ
れ
ぞ
れ
、
各
単
位
の
先
頭
に
用
い
ら
れ
る
か
、
非
先
頭
に
用
い
ら
れ
る
か

と
い
う
使
用
位
置
別
の
用
例
数
を
示
し
た
。

図５　音韻別に見たハの異体仮名数

〈し〉 〈志〉

0 14

単
位
の
先
頭

自
立
語

（
活
用
語

は
語
幹
の

み
）

4 1

字
音

（
漢
字
一

字
ご
と
）

18 1
形
容
詞

の
活
用

語
尾

24 0
動
詞
の

活
用
語

尾

12 0
付
属
語

10 0 単
位
の
非
先
頭

自
立
語

（
活
用
語

は
語
幹
の

み
）

6 0
付
属
語

74

（82.2%）
16

（17.8%）
計

90

（100%）

表
２　

花
散
里
に
お
け
る
異
体
仮
名
〈
志
〉〈
し
〉
の
使
用
位
置
と
用
例
数
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字
音
語
の
先
頭
と
形
容
詞
活
用
語
尾
の
先
頭
で
は
、〈
志
〉〈
し
〉
の
双
方
が

使
用
さ
れ
る
。
一
方
、
自
立
語
の
先
頭
で
は
、〈
志
〉
だ
け
が
使
用
さ
れ
、〈
し
〉

は
使
用
さ
れ
な
い
。
こ
の
特
徴
を
併
せ
持
つ
本
は
、
管
見
に
入
っ
た
限
り
で

は
、大
正
大
学
図
書
館
蔵
本
（
室
町
後
期
写
）、熊
本
大
学
北
岡
文
庫
蔵
本
〔37-

赤-204
〕（
江
戸
前
期
・
元
禄
七
年
写
、
伝
北
村
季
吟
筆
の
奥
書
）
の
二
写
本

が
あ
る
。

　

ま
た
、
比
較
の
条
件
を
緩
め
て
、〈
志
〉
の
使
用
位
置
だ
け
が
同
じ
本
を
求

め
て
み
る
と
、
右
の
二
本
に
次
の
八
本
が
加
わ
る
こ
と
に
な
る
が
、
室
町
中
期

を
遡
る
伝
本
は
見
ら
れ
な
い
。

• 

東
京
大
学
附
属
総
合
図
書
館
青
洲
文
庫
本
〔E

23-48

〕（
室
町
中
期
写
）

• 

肖
拍
本　

天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵
〔913.36-

イ
〕（
室
町
後
期
写
）

• 

高
松
宮
本　

国
立
歴
史
民
俗
博
物
館
蔵（
室
町
後
期
、長
享
年
間
の
奥
書
）

• 

阿
里
莫
本　

天
理
大
学
附
属
図
書
館
蔵〔913.36-
イ337

〕（
江
戸
前
期
、

元
禄
五
年
の
奥
書
）

• 

筑
波
大
学
本
〔
ル-120-44

〕（
江
戸
中
期
写
）

• 

熊
本
大
学
北
岡
文
庫
本
〔102-1

〕（
書
写
年
代
不
詳
）

• 

中
京
大
学
附
属
図
書
館
本
〔
貴-9

〕（
書
写
年
代
不
詳
）

• 

九
州
大
学
蔵
古
活
字
本
（
無
刊
記
本
）

　

次
に
、
自
立
語
の
先
頭
に
〈
志
〉
を
用
い
、〈
し
〉
は
用
い
な
い
と
い
う
点

に
注
目
し
た
い
。
図
６
に
は
、
花
散
里
の
六
十
八
種
の
写
本
・
古
活
字
本
・
板

本
の
中
か
ら
、〈
志
〉
を
自
立
語
の
先
頭
に
使
用
し
な
い
本
（
●
印
）、〈
志
〉

を
自
立
語
の
先
頭
に
使
用
す
る
本
（
○
印
）、〈
し
〉
を
自
立
語
の
先
頭
に
使
用

し
な
い
本
（
◆
印
）、〈
し
〉
を
自
立
語
の
先
頭
に
使
用
す
る
本
（
◇
印
）
を
、

そ
れ
ぞ
れ
シ
の
仮
名
に
お
け
る
〈
志
〉
の
含
有
率
順
に
プ
ロ
ッ
ト
し
た
も
の
で

あ
る
（
横
軸
の
％
は
〈
志
〉
の
含
有
率
）。

図６　自立語先頭での〈志〉〈し〉の使用と〈志〉の含有率
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自
立
語
の
先
頭
に
〈
志
〉
を
用
い
、〈
し
〉
は
用
い
な
い
と
い
う
条
件
を
併

せ
持
つ
本
は
、
大
正
大
学
図
書
館
蔵
本
（
室
町
後
期
写
）、
熊
本
大
学
北
岡
文

庫
蔵
本
（
江
戸
前
期
写
）
に
次
の
四
本
が
加
わ
る
が
、
こ
う
し
た
本
は
、
諸
本

の
中
で
は
〈
志
〉
の
含
有
率
が
高
め
（
一
七
・
二
〜
二
一
・
四
％
）
で
あ
る
こ
と

が
分
か
る
。

• 

国
立
国
会
図
書
館
蔵
古
活
字
本
（
室
町
〜
江
戸
初
期
写
）

• 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
青
表
紙
本
〔
伏-204

〕（
室
町
末
期
写
、
伝
三
条
西

実
隆
筆
）

• 

鹿
児
島
大
学
蔵
玉
里
文
庫
本
〔
天217-1371

〕（
室
町
末
期
写
）

• 

宮
内
庁
書
陵
部
蔵
河
内
本
〔3518-154-27

〕（
江
戸
中
期
写
）

　

以
上
か
ら
、
議
会
図
書
館
本
の
シ
の
仮
名
の
使
用
状
況
は
、〈
志
〉
の
使
用

率
が
高
い
本
で
の
文
字
遣
い
の
一
つ
を
伝
承
す
る
も
の
で
あ
り
、
そ
の
文
字
遣

い
は
室
町
期
か
ら
江
戸
期
に
か
け
て
の
も
の
と
考
え
ら
れ
る
。

六
―

三　

行
頭
の
同
音
仮
名
の
変
字

　

議
会
図
書
館
本
で
は
、
行
頭
に
同
音
仮
名
が
並
ぶ
場
合
に
、
同
字
形
を
避
け

る
傾
向
が
顕
著
で
あ
る
。
こ
れ
は
、
目
移
り
に
よ
っ
て
同
一
行
を
二
度
読
む
こ

と
を
避
け
る
工
夫
で
あ
る
と
考
え
ら
れ
る
。
桐
壺
、
花
散
里
、
若
紫
、
須
磨
、

絵
合
、
柏
木
、
浮
舟
を
調
査
し
、
行
頭
に
同
音
仮
名
が
並
ぶ
全
九
十
七
組
に
つ

い
て
整
理
し
た
も
の
が
、
表
３
で
あ
る
（
実
際
の
字
形
に
つ
い
て
も
、
表
４
に

示
し
た
）。

　

変
字
に
は
、
字
母
の
異
な
る
仮
名
を
用
い
る
場
合
（
Ａ
）、
同
字
母
で
あ
っ

て
も
異
な
る
字
形
を
用
い
る
場
合
（
Ｂ
、
Ｃ
）、
が
あ
る
。
ま
た
、
漢
字
【
見
】

と
仮
名
〈
み
〉
が
前
後
に
並
ぶ
場
合
（
Ｄ
）
も
変
字
の
一
つ
と
考
え
ら
れ
る
。

　

た
だ
し
、
少
数
な
が
ら
、〈
い
〉〈
こ
〉〈
と
ａ
〉〈
な
ｂ
〉〈
ま
〉
に
は
同
字

形
が
並
ぶ
場
合
（
Ｅ
）
が
あ
り
、〈
か
〉〈
よ
〉
に
は
次
の
字
へ
の
連
綿
の
有
無

に
よ
る
違
い
（
Ｆ
）
も
見
ら
れ
る
。

　

本
文
と
和
歌
の
書
き
出
し
と
が
行
頭
に
並
ぶ
場
合
（
Ｇ
）
は
、
変
字
が
行
わ

れ
る
場
合
も
あ
り
、
行
わ
れ
な
い
場
合
も
あ
る
。
議
会
図
書
館
本
の
和
歌
は
、

字
下
げ
を
行
っ
て
書
か
れ
て
い
る
た
め
、
目
移
り
に
よ
る
誤
読
の
蓋
然
性
が
低

い
か
ら
で
あ
ろ
う
。

　

以
上
の
調
査
は
、
五
十
四
巻
全
体
に
わ
た
る
も
の
で
は
な
い
の
で
、
今
後
、

調
査
範
囲
を
全
巻
に
広
げ
て
検
討
す
る
必
要
が
あ
る
。
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表３　隣接する行頭における同音の仮名

A B C D E F G

異字母 同字母
異字形

同字母
類似字形

漢字か
仮名か

同字母
同字形 連綿の有無 本文か

和歌か
ア あ阿（6）
イ い伊（2） い以（2） いい（3）
オ おa於（4）

おb於（5） おaおb（1）

カ か可a（10）
か可b（7） かか（1）

ケ 个希（1）
コ こ古（1） ここ（1）
サ ささ（1）
シ し志（4）
タ 多a堂（4） 多a多b（1） 多a堂（1）
ツ つ徒（1）

つ津（1）
ト とaとb（3） とaとa（1）
ナ なbなa（15） なbなb（1） なaなb（1）
ニ 耳尓a（1）
ノ 乃の（2）
ハ 者は（1）

盤は（1）
マ ま万（1）

ま満（1） まま（1）

ミ み見（2） 【見】み（1） みみ（1）
ム むむ（1）
モ もa毛（1）

もb毛（1）
ヤ や屋（2）
ヨ よよ（1）
レ れ連（1）

（備考）表中の括弧内の数字は用例数。
【見】は漢字としての使用例。
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表４　仮名の字体・字形一覧（抜粋）
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七　

書
入

　

議
会
図
書
館
本
に
は
、
墨
筆
、
朱
筆
、
鉛
筆
に
よ
る
書
入
が
あ
る
。
書
入
の

全
用
例
は
、
神
田
久
義
・
斎
藤
達
哉
・
小
木
曽
智
信
・
高
田
智
和
（
二
〇
一
三
）

に
収
録
さ
れ
て
い
る
。

　

鉛
筆
に
よ
る
書
入
は
近
代
以
降
の
も
の
で
、
賢
木
、
蓬
生
、
少
女
、
玉
鬘
の

四
巻
に
そ
れ
ぞ
れ
一
例
ず
つ
で
あ
る
。
い
ず
れ
も
鉤
記
号
を
用
い
て
、
何
ら
か

の
区
切
り
を
示
し
て
い
る
。

　
　

少
女　

十
一
丁
裏

　
　
「
つ
と
へ
た
り
」
と
「
風
の
ち
か
う
」
の
間
に
鉤
記
号

　

朱
筆
に
よ
る
書
入
は
桐
壺
に
二
例
だ
け
見
ら
れ
る
。
二
例
と
も
和
歌
の
詠
者

を
注
し
て
い
る
。

　
　

桐
壺　

五
丁
裏

　
　

 「
か
き
り
と
て
わ
か
る
ゝ
み
ち
の
か
な
し
き
に
い
か
ま
ほ
し
き
は
い
の
ち

な
り
け
り
」
に
「
更
衣
」

　
　

桐
壺　

九
丁
裏

　

「
み
や
木
の
ゝ
露
ふ
き
む
す
ふ
風
の
を
と
に
こ
は
き
か
も
と
を
お
も
ひ
こ

そ
や
れ
」
に
「
き
り
つ
ほ
の
み
か
と
」

　

墨
筆
に
よ
る
書
入
が
最
も
多
く
、帚
木
（
十
二
例
）、空
蝉
（
四
例
）、夕
顔
（
五

例
）、
若
紫
（
三
例
）、
末
摘
花
（
二
例
）、
紅
葉
賀
（
二
例
）、
須
磨
（
十
一
例
）、

明
石
（
二
例
）、
澪
標
（
一
例
）、
薄
雲
（
一
例
）、
朝
顔
（
一
例
）、
少
女
（
一

例
）、
玉
鬘
（
三
例
）、
初
音
（
一
例
）、
藤
袴
（
一
例
）、
若
菜
上
（
二
十
八
例
）、

若
菜
下
（
五
例
）、
柏
木
（
四
例
）、
鈴
虫
（
三
例
）、
夕
霧
（
三
例
）、
御
法
（
三

例
）、幻
（
一
例
）、紅
梅
（
一
例
）、竹
河
（
六
例
）、椎
本
（
三
例
）、総
角
（
八

例
）、
宿
木
（
八
例
）、
東
屋
（
二
例
）、
浮
舟
（
四
例
）、
蜻
蛉
（
三
例
）
と
、

三
十
巻
に
わ
た
っ
て
百
三
十
二
例
で
あ
る
。

　

墨
筆
に
よ
る
書
入
に
は
、
異
本
注
記
、
平
仮
名
表
記
に
漢
字
表
記
を
注
す
る

も
の
、
本
文
訂
正
、
片
仮
名
に
よ
る
読
み
仮
名
、
濁
音
符
な
ど
が
あ
る
。
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○
異
本
注
記
の
例

　
　

若
紫　

六
丁
裏

　
　
「
よ
り
せ
さ
せ
」
に
「
よ
せ
さ
せ
イ
」

　

○
平
仮
名
表
記
に
漢
字
表
記
を
注
す
る
も
の
の
例

　
　

若
紫　

十
八
丁
裏

　
　
「
さ
え
」
に
「
才
」

　

○
本
文
訂
正
（
補
入
）

　
　

御
法　

一
丁
裏

　
　
「
す
み
か
に
こ
り
ぬ
へ
く
」
を
「
す
み
か
に
こ
も
り
ぬ
へ
く
」
に

　

○
本
文
訂
正
（
見
消
）

　
　

椎
本　

三
丁
表

　
　
「
ふ
た
わ
た
り
」
を
「
ふ
な
わ
た
り
」
に

　

○
片
仮
名
に
よ
る
読
み
仮
名

　
　

総
角　

四
十
七
丁
裏

　
　
「
左
」
に
「
ヒ
タ
リ
」

　

○
濁
音
符

　
　

御
法　

四
丁
裏

　
　
「
な
た
い
め
ん
」
の
「
た
」
に
圏
点
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墨
筆
に
よ
る
書
入
は
、
筆
跡
か
ら
二
筆
と
見
ら
れ
る
。
異
本
注
記
や
平
仮
名

表
記
に
漢
字
表
記
を
注
す
る
も
の
が
一
筆
、
本
文
訂
正
、
片
仮
名
に
よ
る
読
み

仮
名
、
濁
音
符
が
も
う
一
筆
と
思
わ
れ
る
。

　

朱
筆
と
墨
筆
と
を
合
わ
せ
て
も
、
書
入
の
数
は
百
三
十
四
例
に
す
ぎ
な
い
。

書
入
の
な
い
巻
も
あ
り
、
議
会
図
書
館
本
の
書
入
は
、
総
じ
て
疎
ら
で
あ
る
。

議
会
図
書
館
本
は
、
高
度
な
学
習
本
と
し
て
享
受
さ
れ
て
き
た
も
の
で
は
な
い

と
断
じ
得
る
。

　

書
入
以
外
に
も
、
議
会
図
書
館
本
に
は
享
受
者
の
痕
跡
を
見
出
す
こ
と
が
で

き
る
。
葵
に
は
薄
紅
色
の
不
審
紙
が
あ
る
。
鈴
虫
と
御
法
に
は
、
上
欄
に
和
紙

を
剥
が
し
た
跡
が
あ
る
。
か
つ
て
は
付
箋
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。
不
審
紙
や

付
箋
の
跡
に
つ
い
て
、
議
会
図
書
館
本
全
巻
に
わ
た
っ
て
詳
細
な
確
認
は
成
し

得
て
い
な
い
。
他
日
の
調
査
を
期
し
た
い
。

八　

巻
名

　

前
に
、
議
会
図
書
館
本
に
は
、
外
題
の
ほ
か
に
、
見
返
裏
に
仮
題
僉
が
あ
る

と
述
べ
た
。
外
題
と
対
照
さ
せ
て
巻
名
を
示
す
と
次
の
よ
う
に
な
る
。
便
宜
的

に
一
段
目
に
通
行
の
漢
字
表
記
に
よ
る
巻
名
を
示
し
、
二
段
目
に
は
外
題
に
よ

る
巻
名
、
三
段
目
に
は
仮
題
僉
に
よ
る
巻
名
を
記
す
。

桐
壺 

き
り
つ
ほ 

き
り
つ
ほ

帚
木 

は
ゝ
き
木 

は
ゝ
き
ゝ

空
蝉 

う
つ
せ
み 

う
つ
せ
み　

は
ゝ
き
ゝ
の
な
ら
ひ
一

夕
顔 

ゆ
ふ
か
ほ 

ゆ
ふ
か
ほ　

は
ゝ
き
ゝ
の
な
ら
ひ
二

若
紫 

わ
か
む
ら
さ
き 

わ
か
む
ら
さ
き

末
摘
花 

す
ゑ
つ
む
花 

す
ゑ
つ
む
花　

わ
か
む
ら
さ
き
の
な
ら
ひ

紅
葉
賀 

も
み
ち
の
賀 

も
み
ち
の
か

花
宴 

花
の
え
ん 

花
の
え
ん

葵 

あ
ふ
ひ 

あ
ふ
ひ

賢
木 

さ
か
木 

さ
か
き

花
散
里 

花
ち
る
さ
と 

花
ち
る
さ
と

須
磨 

す
ま 

す
ま

明
石 

あ
か
し 

あ
か
し

澪
標 

み
を
つ
く
し 

み
を
つ
く
し

蓬
生 

よ
も
き
ふ 

よ
も
き
ふ　

み
を
つ
く
し
の
な
ら
ひ
一

関
屋 

せ
き
屋 

せ
き
や　

み
を
つ
く
し
の
な
ら
ひ
二

絵
合 

ゑ
あ
は
せ 

ゑ
あ
は
せ

松
風 

松
か
せ 

ま
つ
か
せ

薄
雲 

う
す
雲 

う
す
く
も

朝
顔 

あ
さ
か
ほ 

あ
さ
か
ほ

少
女 

を
と
め 

を
と
め

玉
鬘 

玉
か
つ
ら 

た
ま
か
つ
ら

初
音 

は
つ
ね 

は
つ
ね　

た
ま
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
一

胡
蝶 

こ
て
ふ 

こ
て
ふ　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
二

蛍 

ほ
た
る 

ほ
た
る　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
三

常
夏 

と
こ
な
つ 

と
こ
な
つ　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
四

篝
火 

か
ゝ
り
火 

か
ゝ
り
ひ　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
五

野
分 
野
わ
き 

の
わ
き　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
六

行
幸 
み
ゆ
き 

み
ゆ
き　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
七
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藤
袴 

ふ
ち
は
か
ま 

ふ
ち
は
か
ま　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
八

真
木
柱 

真
木
は
し
ら 

ま
き
は
し
ら　

玉
か
つ
ら
の
な
ら
ひ
九

梅
枝 

む
め
か
え 

む
め
か
え

藤
裏
葉 

藤
の
う
ら
葉 

ふ
ち
の
う
ら
は

若
菜
上 
わ
か
菜
上 

わ
か
な
上

若
菜
下 
わ
か
な
下 

わ
か
な
下

柏
木 

か
し
は
木 

か
し
は
き

横
笛 

よ
こ
笛 

よ
こ
ふ
え

鈴
虫 

す
ゝ
む
し 
す
ゝ
む
し　

よ
こ
ふ
え
の
な
ら
ひ

夕
霧 

ゆ
ふ
き
り 
ゆ
ふ
き
り

御
法 

み
の
り 

み
の
り

幻 

ま
ほ
ろ
し 

ま
ほ
ろ
し

匂
宮 

に
ほ
ふ
宮 

に
ほ
ふ
ひ
や
う
ふ
け
や
う

紅
梅 

こ
う
は
い 

こ
う
は
い

竹
河 

た
け
河 

た
け
か
は

橋
姫 

は
し
ひ
め 

は
し
ひ
め

椎
本 

し
ゐ
か
も
と 

し
ゐ
か
も
と

総
角 

あ
け
ま
き 

あ
け
ま
き

早
蕨 

さ
わ
ら
ひ 

さ
わ
ら
ひ

宿
木 

や
と
り
き 

や
と
り
き

東
屋 

あ
つ
ま
屋 

あ
つ
ま
や

浮
舟 

う
き
ふ
ね 

う
き
ふ
ね

蜻
蛉 

か
け
ろ
ふ 

か
け
ろ
ふ

手
習 

手
な
ら
ひ 

て
な
ら
ひ

夢
浮
橋 

夢
の
う
き
橋 

ゆ
め
の
う
き
は
し

　

漢
字
／
仮
名
な
ど
の
表
記
の
違
い
を
除
い
て
、
外
題
と
仮
題
僉
と
で
巻
名
が

異
な
っ
て
い
る
の
は
、
空
蝉
、
夕
顔
、
末
摘
花
、
蓬
生
、
関
屋
、
初
音
、
胡
蝶
、

蛍
、
常
夏
、
篝
火
、
野
分
、
行
幸
、
藤
袴
、
真
木
柱
、
鈴
虫
、
匂
宮
の
十
六
巻

で
あ
る
。
匂
宮
の
仮
題
僉
で
は
、
異
名
の
「
に
ほ
ふ
ひ
や
う
ふ
け
や
う
（
匂
兵

部
卿
）」が
記
載
さ
れ
て
い
る
。
そ
の
ほ
か
の
十
五
巻
で
は
、「
う
つ
せ
み　

は
ゝ

き
ゝ
の
な
ら
ひ
一
」「
ゆ
ふ
か
ほ　

は
ゝ
き
ゝ
の
な
ら
ひ
二
」
の
よ
う
に
、
巻

名
に
並
び
の
巻
で
あ
る
こ
と
が
記
さ
れ
て
い
る
。

　

源
氏
物
語
に
は
並
び
の
巻
が
知
ら
れ
て
い
る
。
池
田
亀
鑑
（
一
九
六
〇
）
に

整
理
さ
れ
た
並
び
は
次
の
と
お
り
で
あ
る
。

二
、
ハ
ハ
キ
ギ　

二
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ウ
ツ
セ
ミ
、
ユ
フ
ガ
ホ

三
、
ワ
カ
ム
ラ
サ
キ　

三
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ス
ヱ
ツ
ム
ハ
ナ

十
一
、
ミ
ヲ
ツ
ク
シ　

十
一
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ヨ
モ
ギ
フ
、
セ
キ
ヤ

十
七
、
タ
マ
カ
ヅ
ラ　

十
七
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ハ
ツ
ネ
、
コ
テ
フ
、
ホ
タ
ル
、

ト
コ
ナ
ツ
、
カ
ガ
リ
ビ
、
ノ
ワ
キ
、
ミ
ユ
キ
、
フ
ヂ
バ
カ
マ
、
マ
キ
ハ

シ
ラ

二
十
二
、
ヨ
コ
ブ
エ　

二
十
二
ノ
ナ
ラ
ビ
、
ス
ズ
ム
シ

二
十
七
、
ニ
ホ
フ
兵
部
卿　

二
十
七
ノ
ナ
ラ
ビ
、
コ
ウ
バ
イ
、
タ
ケ
ガ
ハ

　

仮
題
僉
の
並
び
の
立
て
方
は
、
紅
梅
と
竹
河
を
匂
宮
の
並
び
と
し
て
い
な
い

点
を
除
く
と
、
既
知
の
も
の
と
一
致
し
て
い
る
。

　

議
会
図
書
館
本
の
見
返
裏
の
仮
題
僉
は
、
改
装
時
の
も
の
と
推
定
さ
れ
る
た
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め
、
仮
題
僉
の
巻
名
は
、
可
能
性
と
し
て
、
改
装
前
の
巻
名
が
写
し
取
ら
れ
て

い
る
場
合
と
、
改
装
者
が
何
か
に
依
っ
て
巻
名
を
つ
け
た
場
合
と
が
考
え
ら
れ

る
。
い
ず
れ
に
せ
よ
、
中
世
に
遡
る
巻
名
を
仮
題
僉
に
持
つ
こ
と
は
、
議
会
図

書
館
本
の
特
徴
の
一
つ
で
あ
る
。

八　

本
文
系
統

　

源
氏
物
語
の
諸
本
に
は
大
小
の
異
文
が
見
ら
れ
、
池
田
亀
鑑
編
『
源
氏
物
語

大
成
』
の
校
異
篇
で
は
、
こ
れ
を
青
表
紙
本
、
河
内
本
、
別
本
の
三
系
統
に
分

類
し
て
い
る
。
議
会
図
書
館
本
の
本
文
系
統
に
つ
い
て
は
、
河
内
本
特
有
の
本

文
が
目
立
た
な
い
こ
と
、
青
表
紙
本
で
あ
る
こ
と
を
示
す
形
態
（
池
田
亀
鑑
が

青
表
紙
本
一
般
の
形
態
と
し
て
掲
げ
た
、
和
歌
の
二
字
下
げ
と
地
の
文
へ
の
移

行
や
、
帖
末
の
勘
物
な
ど
）
が
見
ら
れ
な
い
た
め
、
従
来
の
見
方
に
よ
っ
て
、

別
本
と
し
て
見
て
お
く
の
が
穏
当
で
あ
ろ
う
。
議
会
図
書
館
本
に
つ
い
て
は
、

こ
れ
ま
で
に
伊
藤
鉄
也
、
豊
島
秀
範
、
斎
藤
達
哉
の
調
査
で
は
、
調
査
対
象
の

巻
の
違
い
や
、
着
眼
点
の
違
い
に
よ
っ
て
、
別
本
、
河
内
本
、
青
表
紙
本
の
三

様
に
位
置
づ
け
ら
れ
、
結
論
を
見
な
い
。
源
氏
物
語
本
文
研
究
者
に
よ
る
多
角

的
な
検
討
が
、
今
後
期
待
さ
れ
る
と
こ
ろ
で
あ
る
が
、
現
状
と
し
て
、
そ
れ
ぞ

れ
の
論
の
一
端
を
提
示
し
て
お
き
た
い
。

　

ま
ず
、
伊
藤
鉄
也
（
二
〇
一
一
）
で
は
、「
今
後
さ
ま
ざ
ま
な
分
野
か
ら
検

討
が
加
え
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
。
今
は
、伊
藤
の
分
類
試
案
〈
乙
類
〉
と
す
る
。

従
来
の
〈
別
本
群
〉
に
近
い
も
の
で
あ
る
」
と
、
一
回
目
の
調
査
時
に
行
っ
た

「
初
音
」
で
の
校
合
結
果
を
も
と
に
、
本
文
系
統
の
見
通
し
を
述
べ
て
い
る
。

　

次
に
、
豊
島
秀
範
（
二
〇
一
〇
ｂ
）
で
は
、「
柏
木
」
で
の
主
要
十
一
本
の

対
校
に
よ
っ
て
、「
未
確
認
の
議
会
図
書
館
本
は
、
保
坂
本
の
本
文
の
近
似
し

て
い
る
こ
と
。
国
宝
源
氏
物
語
絵
巻
詞
書
の
本
文
も
そ
れ
ら
に
類
似
す
る
と
こ

ろ
が
多
い
。
そ
し
て
、
そ
れ
ら
の
本
文
は
、
い
わ
ゆ
る
河
内
本
系
の
本
文
に
近

い
」
と
述
べ
て
い
る
。

　

ま
た
、「
花
散
里
」
の
伝
本
六
十
八
種
を
調
査
し
た
斎
藤
達
哉
（
二
〇
一
二

ｂ
）
で
は
、
本
文
の
有
無
（
異
文
）
を
整
理
し
た
結
果
、
Ⅰ
〜
Ⅳ
の
四
つ
の
グ

ル
ー
プ
に
分
け
た
（
表
５
）。
表
５
の
○
印
は
下
線
部
の
本
文
を
有
す
る
こ
と

を
意
味
し
、
×
印
は
そ
の
本
文
が
な
い
こ
と
を
意
味
し
て
い
る
。
Ⅰ
・
Ⅱ
・
Ⅲ
・

Ⅳ
は
、
グ
ル
ー
プ
相
互
を
弁
別
す
る
た
め
の
便
宜
的
な
呼
称
で
あ
り
、
成
立
等

の
順
序
を
意
味
す
る
も
の
で
は
な
い
（
グ
ル
ー
プ
ご
と
の
所
属
本
は
斎
藤
達
哉

（
二
〇
一
二
ｂ
）
を
参
照
）。
本
文
グ
ル
ー
プ
Ⅰ
は
、
い
わ
ゆ
る
河
内
本
系
統
で

あ
る
。
グ
ル
ー
プ
Ⅲ
に
は
板
本
が
多
く
含
ま
れ
て
お
り
、
こ
の
グ
ル
ー
プ
の
写

本
は
い
ず
れ
か
の
板
本
を
写
し
た
可
能
性
も
考
え
ら
れ
る
。
グ
ル
ー
プ
Ⅳ
に
属

す
る
本
は
最
も
多
い
（
六
十
八
本
中
三
十
八
本
）。
例
え
ば
、定
家
本
、明
融
本
、

大
島
本
、
書
陵
部
青
表
紙
本
、
日
大
三
条
西
家
本
、
穂
久
邇
本
、
陽
明
文
庫
本
、

保
坂
本
な
ど
も
グ
ル
ー
プ
Ⅳ
に
分
類
さ
れ
る
。
議
会
図
書
館
本
も
グ
ル
ー
プ
Ⅳ

に
含
ま
れ
、
青
表
紙
本
に
も
別
本
に
も
共
通
す
る
点
が
見
ら
れ
る
。
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九　

お
わ
り
に

　

以
上
、
議
会
図
書
館
本
の
書
誌
と
表
記
の
特
徴
に
つ
い
て
述
べ
た
。
書
入
、

巻
名
、
本
文
系
統
な
ど
は
、
今
後
の
課
題
と
し
て
さ
ら
に
検
討
を
要
す
る
事
柄

で
あ
る
。

　

ま
た
、
新
出
資
料
で
あ
る
議
会
図
書
館
本
を
学
界
に
紹
介
す
る
た
め
、

二
〇
一
〇
年
一
月
の
一
回
目
の
原
本
調
査
以
降
、
議
会
図
書
館
本
の
翻
字
を
進

め
て
き
た
。
二
〇
一
二
年
一
二
月
に
全
巻
翻
字
を
終
了
し
、
国
立
国
語
研
究
所

サ
イ
ト
か
ら
電
子
化
テ
キ
ス
ト
を
公
開
し
て
い
る
（
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源

氏
物
語
』
翻
字
本
文
、h

ttp
://w

w
w

.n
in

jal.ac.jp
/L

C
gen

ji/

）。
ま
た
、
原
本
の

撮
影
画
像
は
、
桐
壺
、
須
磨
、
柏
木
の
三
巻
を
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
が

公
開
し
て
い
る
（h

ttp
://lcw

eb4.loc.gov/service/asian
/asian

0001/2012/2012

h
tm

l/20122008427768000toc.h
tm

l

）。
こ
の
公
開
画
像
を
利
用
し
て
、
原
本

画
像
と
翻
字
本
文
と
の
対
照
表
示
ビ
ュ
ア
ー
を
制
作
し
、
国
立
国
語
研
究
所
サ

イ
ト
か
ら
試
験
公
開
中
で
あ
る
（
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
画
像
（
桐

壺
、
須
磨
、
柏
木
）、h

ttp
://w

w
w

2.n
in

jal.ac.jp
/lcgen

ji_im
age/

）。

　

最
後
に
、
議
会
図
書
館
本
の
原
本
調
査
及
び
原
本
画
像
の
公
開
に
あ
た
り
、

米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
の
伊
東
英
一
氏
、
中
原
ま
り
氏
、
Ｐ
Ｉ
Ｐ

Ｈ
Ｅ
Ｒ
・
Ｙ
・
清
代
氏
に
格
別
の
御
高
配
を
賜
っ
た
こ
と
を
記
し
、
篤
く
感
謝

の
意
を
表
す
も
の
で
あ
る
。

＊
本
研
究
は
、
人
間
文
化
研
究
連
携
共
同
推
進
事
業
「
海
外
に
移
出
し
た
仮
名
写
本
の
緊
急
調

査
」（
平
成
二
十
二
年
度
、代
表
者
：
高
田
智
和
）、「
海
外
に
移
出
し
た
仮
名
写
本
の
緊
急
調
査（
第

二
期
）」（
平
成
二
十
三
〜
二
十
四
年
度
、
代
表
者
：
高
田
智
和
）
の
研
究
成
果
で
あ
る
。

参
照
文
献

橋
口
侯
之
介
（
二
〇
〇
五
）『
和
本
入
門
―
千
年
生
き
る
書
物
の
世
界
―
』
東
京
：
平
凡
社
。

橋
口
侯
之
介
（
二
〇
一
一
）『
和
本
へ
の
招
待
―
日
本
人
と
書
物
の
歴
史
―
』
東
京
：
角

川
学
芸
出
版
。

堀
川
貴
司
（
二
〇
一
〇
）『
書
誌
学
入
門
―
古
典
籍
を
見
る
・
知
る
・
読
む
―
』
東
京
：

勉
誠
出
版
。

池
田
亀
鑑（
一
九
六
〇
）「
三
、巻
名
と
巻
序
」「
四
、並
び
の
巻
に
つ
い
て
」池
田
亀
鑑（
編
）

『
源
氏
物
語
事
典
』
七
―

九
。
東
京
：
東
京
堂
出
版
。

伊
藤
鉄
也
（
二
〇
一
一
）「
米
国
議
会
図
書
館
ア
ジ
ア
部
日
本
課
蔵
『
源
氏
物
語
』
の
調

査
概
要
」
斎
藤
達
哉
・
高
田
智
和
（
編
）『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻

刻
―
桐
壺
〜
藤
裏
葉
―
』
一
―

五
。
東
京
：
国
立
国
語
研
究
所
。

F E D C B A

イ
ト
マ
ナ
ク
ト
シ
ツ
キ
ヲ
ヘ
テ
モ
ク
ル
シ
ケ
ナ

リ
ナ
ヲ

オ
モ
ヒ
ナ
シ
タ
マ
ヒ
（
フ
）
ツ
ツ
サ
ル
ニ
ツ
ケ

テ
モ
ニ
ク
カ
ラ
ズ

コ
コ
ロ
ク
ル
シ
キ
カ
タ
ニ
ハ
オ
ホ
エ
コ
ト
ニ
ト

キ
メ
キ
タ
マ
ヒ
シ
モ
ノ
ヲ
ナ
ト

ヨ
ウ
イ
ア
リ
（
テ
）
ア
ク
マ
テ
ア
テ
ヤ
カ
ニ
ラ

ウ
タ
ケ
ナ
リ

カ
ク
レ
サ
セ
タ
マ
テ
ノ
チ
ハ

イ
ト
ト
モ
ノ
ア
ハ
レ

コ
ト
ハ
リ
ヲ
オ
（
モ
）
ホ
セ
ハ
ス
キ
カ
テ

（
ニ
）
ナ
ル
へ
シ 本　

　
　
　
　
　

文

三
八
八
頁
⑬

三
九
〇
頁
⑫

三
八
九
頁
⑥

三
八
九
頁
⑤

三
八
七
頁
④

三
八
八
頁
⑪

源
氏
物
語
大
成
に

お
け
る
相
当
箇
所

× ○ ○ 本
文
グ
ル
ー
プ

Ⅰ
× × ○ Ⅱ
○ × × Ⅲ
× × × Ⅳ

表
５　

花
散
里
に
お
け
る
異
文
の
有
無
と
本
文
グ
ル
ー
プ
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神
田
久
義
（
二
〇
一
一
）「
米
国
議
会
図
書
館
本
『
源
氏
物
語
』
の
書
写
形
態
に
関
す
る

一
試
論
」
豊
島
秀
範
（
編
）『
源
氏
物
語
本
文
の
研
究
』
一
八
〇
―

一
九
九
。
東
京
：

國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
。

神
田
久
義
・
豊
島
秀
範
（
二
〇
一
二
）「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
特
殊
表
記

に
よ
る
和
歌
一
覧
」
斎
藤
達
哉
・
豊
島
秀
範
・
伊
藤
鉄
也
・
小
木
曽
智
信
・
高
田

智
和
（
編
）『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本
文
―
若
菜
上
〜
幻
―
』

一
七
九
―

一
九
二
。
東
京
：
国
立
国
語
研
究
所
。

神
田
久
義
・
斎
藤
達
哉
・
小
木
曽
智
信
・
高
田
智
和
（
二
〇
一
三
）「
米
国
議
会
図
書
館

蔵
『
源
氏
物
語
』
書
入
一
覧
」
高
田
智
和
・
斎
藤
達
哉
・
小
木
曽
智
信
・
伊
藤
鉄
也
・

豊
島
秀
範
（
編
）『
米
国
議
会
図
書
館
蔵
『
源
氏
物
語
』
翻
字
本
文
―
匂
宮
〜
夢
浮

橋
―
』
二
八
七
―

三
〇
三
。
東
京
：
国
立
国
語
研
究
所
。

斎
藤
達
哉（
二
〇
一
二
ａ
）「
米
国
議
会
図
書
館
蔵
源
氏
物
語
写
本
に
お
け
る《
ハ
の
仮
名
》

―
異
体
仮
名【
八
】【
者
】【
盤
】【
は
】の
試
験
的
調
査
」『
日
本
古
典
籍
に
お
け
る【
表

記
情
報
学
】
の
基
盤
構
築
に
関
す
る
研
究
Ⅰ
』
三
六
―

四
九
。
東
京
：
国
文
学
研
究

資
料
館
。

斎
藤
達
哉
（
二
〇
一
二
ｂ
）「
仮
名
文
の
文
字
調
査
―
源
氏
物
語
花
散
里
六
八
本
の
仮
名

字
母
と
漢
字
―
」『
専
修
国
文
』
九
一
：
一
―

四
六
。

豊
島
秀
範
（
二
〇
一
〇
ａ
）「
ア
メ
リ
カ
議
会
図
書
館
本
の
和
歌
表
記
の
特
徴
―
和
歌

の
一
行
散
ら
し
書
き
を
中
心
に
―
」『
國
學
院
大
學
大
学
院
平
安
文
学
研
究
』
二
：

八
八
―

九
六
。

豊
島
秀
範
（
二
〇
一
〇
ｂ
）「「
柏
木
」
巻
主
要
十
一
本
対
校
の
特
徴
―
巻
別
稿
本
の
具

体
例
に
即
し
て
―
」
豊
島
秀
範
（
編
）『
源
氏
物
語
本
文
の
再
検
討
と
新
提
言
３
』

一
九
七
―

一
八
八
。
東
京
：
國
學
院
大
學
文
学
部
日
本
文
学
科
。
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On Th e Tale of Genji Manuscript Book Owned by the Library of Congress

TAKADA Tomokazua　　SAITO Tatsuyab

aDepartment of Linguistic Th eory and Structure, NINJAL
bSenshu University

Abstract
Th e Tale of Genji (54 volumes in total, LC Control No.: 2008427768) owned by the Library of 
Congress in the United States was an unknown manuscript copy until the Library of Congress 
obtained it in 2008. In this paper, we describe the bibliographic and notational features of this 
manuscript:
1. Itsutsuji Moronaka (五辻諸仲, 1487–1540) is thought to be the copyist.
2. Th e cover is not original but a later rebinding done before the 17th century.
3. Th is manuscript has tags recording the old volume name Narabino Maki (並びの巻).
4.  Th e number of lines in each volume is not fi xed, but the number of lines on right and left facing 

pages is always equal.
5. 62 poems are written in double lines.
6. Diff erent kana variants for ha and si were used to indicate pronunciation or lexical category.
7. Th ere are a few reading marks and glosses.

Key words: Th e Tale of Genji, Library of Congress, manuscript, bibliography, kana variant
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